
二松学舎大学国際政治経済シンポジウム「東アジア共同体の可能性」レジュメ 

 

中国と「東アジア共同体」 

東洋学園大学教授 朱建栄 

 

一 90 年代後半、「アジア」を見る中国の目が変わった 

① アジア通貨危機が転換点に 

② 中国外交の軌道修正の背景と理由 

③ 2004 年 11 月のビエンチャン会議（ASEAN10 プラス 3の首脳会議）で温家

宝首相は共同体推進の「五原則」を提案 

 

二 中国の共同体構想の内容 

① 東アジア共同体に向かうプロセスはまず経済分野をベースに推進される

べきだとの発想 

② 未来の地域共同体に向けて、多元重層的に推進されるべきとの構想 

③ 地域共同体の推進に当たり、中国自身がリーダーシップを取らず、また

域外大国に対して開放的であるべきとの主張 

インド、アメリカなどをどう扱うか 

 

三 今後の展望 

① 日中関係の修復が当面の最大の課題 

日中とも地域ないし世界への責任を自覚せよ 

② 東アジア共同体の共通基盤は何か 

   


